
★
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
バ
ル
ド
ー

特
集

３
月
Ｍ
日
（
土
）
ｌ
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
３

新
春
特
別
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
と

し
て
Ｂ
Ｂ
の
出
演
４
作
品
を
上

映
。上

映
さ
れ
る
の
は
、
「
私
生

活
」
、
「
こ
め
神
聖
な
お
転
婆

娘
」
、
「
何
が
な
ん
で
も
首
シ
た

け
」
、
「
軽
蔑
」
の
４
本
。

主
な
曲
目
／
イ
ン
・
ザ
・
ム

ー
ド
、
ム
ー
ン
・
ラ
イ
ト
・
セ

レ
ナ
ー
デ
、
真
珠
の
首
飾
り
、

茶
色
の
小
瓶
等
。

★
野
網
泉

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
月
両
日
（
火
）
旧
時
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
・
中
ホ
ー
ル
－
５
０
０
円
（
自
由

席
）●

野
網
泉
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
大
学
音
楽
学
部
ピ
ア
ノ

専
攻
卒
業
。
同
専
攻
科
修
了
。

又
、
ス
テ
ー
ジ
は
セ
ン
タ
ー

に
設
け
、
３
６
０
度
を
客
席
が

取
り
巻
く
こ
と
に
な
る
。

☆
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
指
揮
）

ラ
リ
ー
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン

３
月
翠
日
（
日
）
腸
時
開
演
神
戸
国

際
会
館
Ｓ
６
０
０
０
円
、
Ａ
５
０
０
０

円
、
Ｂ
４
０
０
０
円
（
税
込
）

愛
と
感
動
を
呼
ん
だ
名
曲
の

数
禽
に
酔
い
し
れ
る
ｌ
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
魅
惑
の
ミ
ラ
ー

・
サ
ウ
ン
ド
の
響
き
。

衝
ト
Ｌ
ｄ
。
師
毎

串
Ｆ
『
■
討
伊
．
‐
。
》
巳 音

楽

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

●
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ァ
ノ
ソ
ナ
タ
第
打
番
二
短
調

作
品
鉦
１
２
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」

●
シ
ョ
パ
ン

ノ
ク
タ
ー
ン
第
週
番
ハ
短
調

作
品
縄
１
１

ノ
ク
タ
ー
ン
第
２
番
変
ホ
長
調

作
品
９
１
２

●
リ
ス
ト

パ
ガ
ニ
ー
一
一
大
練
習
曲

☆
長
洲
剛

巴
再
ぐ
目
や
縄

齢
当
援
弔
跨
ｚ
苫

４
月
９
日
（
木
）
、
加
日
（
金
）
神
戸
ワ

ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
旧
時
半
４
８
０

０
円
（
全
席
指
定
）

痛
烈
に
、
強
烈
に
、
歌
い
飛

ば
す
長
洲
。
ニ
ュ
ー
・
ア
ル
バ

ム
ご
缶
而
接
ｚ
」
を
ひ
っ
さ
げ

て
、
１
年
半
振
り
の
神
戸
公

演
。構

成
は
本
人
弾
き
語
り
と
な

り
、
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
は
、

ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
コ
ー
ラ
ス

と
極
め
て
シ
ン
プ
ル
。

在
学
中
西
独
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大

学
の
ヴ
ィ
タ
リ
ー
マ
ル
グ
リ
ス

教
授
の
講
座
に
参
加
、
師
事
。

霞

亀

野網泉

雪無
造
作
に
束
ね
ら
れ
た
ブ
ロ

ン
ド
の
髪
。
感
情
を
無
防
備
に

映
し
出
し
て
し
ま
う
大
き
な

瞳
。
ち
ょ
っ
と
突
き
出
し
た
く

録
｢私牛需Ｉより

霞
：

長淵剛

ち
び
る
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た
腕
。

豊
か
な
胸
。
締
ま
っ
た
ウ
エ
ス

ト
。
上
を
向
い
た
お
し
り
。
長

く
す
ら
り
と
し
た
足
。
そ
し

て
、
軽
や
か
な
身
の
こ
な
し
。

印
年
代
、
帥
年
代
、
時
代
は

Ｂ
Ｂ
に
夢
中
だ
っ
た
。

卯
年
代
、
も
う
一
度
、
Ｂ
Ｂ

に
熱
く
な
る
。

★
Ｃ
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
）
・

ジ
ャ
ッ
ク

ロ
ッ
ポ
ニ
カ
三
宮
一
般
１
３
０
０
円
、

学
生
１
１
０
０
円
’
３
月
加
日
（
金
）

風
貌
・
言
動
と
も
に
ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
泉
麻
人

が
、
雑
誌
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
に
連

載
し
た
小
説
が
原
作
の
、
都
会

派
青
春
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
映

画
。国

際
都
市
東
京
の
持
つ
新
た

な
一
面
を
、
外
国
人
労
働
者
と

都
会
に
生
き
る
若
者
た
ち
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
描
い
た
作
品
。

「
マ
ル
サ
の
女
２
」
「
あ
げ

ま
ん
」
等
で
助
監
督
を
つ
と
め

１
１３６
１
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☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

高
野
卯
港
展

３
／
皿
１
３
／
”

た
当
摩
寿
史
の
作
品
。

主
演
は
、
〃
第
三
舞
台
″
の

勝
村
政
信
。
佐
藤
浩
市
、
伊
丹

十
三
ら
が
脇
を
か
た
め
る
。

☆
サ
ス
ペ
ン
ス
・
コ
メ
デ
ィ

サ
ー
カ
ス
殺
人
事
件

ｌ
殺
し
の
美
学
Ｉ

４
月
３
日
（
金
）
？
７
日
（
火
）
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
、
３
日
（
旧
時
）
、

４
日
（
刺
時
・
旭
時
）
、
５
日
（
旧
時
）
、

６
日
（
旧
時
）
、
７
日
（
側
時
）
Ｓ
席
５

０
０
０
円
Ａ
席
３
０
０
０
円

金
策
に
飛
び
回
っ
て
し
ょ
ん

ぼ
り
と
帰
っ
て
来
た
団
長
の
道

化
師
フ
レ
デ
ィ
。
彼
を
待
っ
て

い
た
の
は
、
警
察
。

金
貸
し
の
ば
あ
さ
ん
が
殺
さ

れ
た
の
だ
。 亀

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

演
劇

宍戸錠（客演

レ
ゲ
エ
と
言
え
ば
、
何
か
と
つ
つ
き
に

く
い
も
の
を
感
じ
る
人
も
多
い
と
思
う
。

そ
う
い
っ
た
人
達
に
も
是
非
、
聴
い
て
欲

し
い
の
が
こ
の
Ｊ
・
Ｃ
・
ロ
ッ
ジ
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
、
加
歳
の
時
、
父

親
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
移
っ
た
彼
女
は
、
現

代
ジ
ャ
マ
イ
カ
女
性
の
特
徴
を
備
え
持
っ

て
い
る
。
強
さ
、
独
立
心
、
霊
的
さ
。
そ

し
て
ピ
ュ
ア
な
声
質
。

カ
リ
プ
海
の
小
さ
な
島
か
ら
生
ま
れ
た

音
楽
Ⅱ
レ
ゲ
エ
が
さ
ら
に
コ
ン
テ
ン
ボ
ラ

リ
ー
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
、
ダ
ン
ス
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
は
間
違
い
無
い
。

舞
台
は
夏
。
讃
美
歌
ｌ
ゴ
ス

ペ
ル
を
背
景
に
、
ひ
ろ
が
る
高

村
光
太
郎
の
世
界
。

劇
団
ふ
ぉ
る
む
附
属
演
劇
ス

タ
ジ
オ
第
旭
期
生
卒
業
公
演
。

｜
ご
届
。
胃
首
固
急
一

海
文
堂
書
店
創
立
ね
周
年
記
念

雪
。
『
匡
箇
弓
国
。
。
戸
算
且

冠
詞
『
塁
司
、
国
沙
園
諺
詞

３
／
皿
１
３
／
”

綴
☆
「
何
日
君
再
来

ｌ
い
つ
の
ひ
か
き
み
ま
た

〃
、
一
③
、
Ｉ
」

４
月
３
日
（
金
）
灼
時
、
４
日
（
土
）

旭
時
・
胆
時
、
５
日
（
日
）
お
時
芦
屋

ル
ナ
小
ホ
ー
ル
一
般
１
５
０
０
円
（
当

日
１
７
０
０
円
）
、
小
中
高
生
１
３
０
０

円
（
当
日
１
５
０
０
円
）

第
錨
回

芦
屋
芸
術
情
報
専
門
学
校

卒
業
制
作
展
覧
会

３
／
廻
１
３
／
型

忽
爵
鼠
真

』。Ｃ・ＬＯＤＧＥ／ＴＲＯＰＩＣ
ＯＦＬＯＶＥＳＲＣＳ５７５４
2 3 0 0 円（ＣＢＳソニー）

１
１３７
１

★
中
野
振
一
郎

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
世
界

４
月
ｎ
日
（
土
）
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
（
芦

屋
）
旭
時
半
前
売
２
５
０
０
円
、
当

日
２
８
０
０
円

☆
岡
山
潔
十
デ
ュ
オ
・
ハ
ヤ
シ

ト
リ
オ
の
夕
べ

３
月
塑
日
（
水
）
神
戸
市
立
博
物
館

、
時
開
演
４
０
０
０
円
（
消
費
税
込

み
）

身
に
覚
え
の
な
い
フ
レ
デ
イ

は
大
慌
て
。
だ
が
皮
肉
に
も
、

マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぐ
と
、
サ
ー
カ

ス
は
大
入
り
満
員
大
盛
況
。

何
も
か
も
う
ま
く
行
き
か
け

た
天
才
道
化
師
フ
レ
デ
ィ
な
の

だ
が
、
そ
こ
に
は
大
き
な
落
し

穴
が
待
ち
受
け
て
い
た
１
．

作
／
ロ
ベ
ー
ル
・
ト
マ

舞
台
監
督
／
原
田
俊
雄

★
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

旧
水
生
花
司
松
月
堂
古
流

神
戸
支
部
い
け
ば
な
展

３
／
皿
１
３
／
Ⅳ

☆
た
に
し
の
会

第
加
回
作
品
発
表
会

ｌ
合
唱
の
世
界
Ｉ

３
月
型
日
（
土
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・

中
ホ
ー
ル
蛎
時
３
０
０
０
円
（
全

目
由
席
）

☆
原
田
真
二

裾
ｎ
ｏ
ｐ
ｍ
目
揖
○

室
戸
の
巽
司
ら
侭

４
月
ｎ
日
（
土
）
チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ

開
場
昭
時
、
開
演
狙
時

前
売
３
５
０
０
円
、
当
日
４
０
０
０
円

（
全
席
自
由
）

第
鎚
回

兵
庫
県
医
師
会
美
術
展

３
／
記
１
３
／
型

第
”
回

兵
蹴
写
域
連
盟
写
真
展

３
／
四
１
３
／
狸

草
美
会
巧
周
年
記
念
展

３
／
狸
１
３
／
Ⅳ

第
浬
回

芳
風
展

３
／
妬
、
４
３
／
瓢
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1 ｔ

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
。
〃
バ
グ
ジ
ー
〃
・
シ
ー
ゲ
ル
（
ウ
ォ
ー
レ
ン
・

ピ
ー
テ
ィ
）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ギ
ャ
ン
グ
。
バ
グ
ジ
ー
と
は

〃
虫
け
ら
″
の
こ
と
。
敵
が
彼
を
馬
鹿
に
し
て
ぶ
つ
つ
け
た
ア
ダ

名
だ
。こ

の
バ
グ
ジ
ー
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ロ
ス
に
逃
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
こ
ろ
だ
。
彼
が
ロ
ス
に
逃
げ
た
の
は
ジ

ョ
ー
ジ
・
ラ
フ
ト
（
ジ
ョ
ー
・
マ
ン
テ
ィ
ニ
ー
ャ
）
と
親
し
か
っ

た
か
ら
だ
。

一
九
三
六
年
の
そ
の
こ
ろ
と
い
え
ば
、
ラ
フ
ト
は
「
ボ
レ
ロ
」

「
ル
ム
バ
」
「
北
海
の
子
」
な
ど
で
す
で
に
一
流
の
パ
ラ
マ
ゥ
ン

ト
の
ス
タ
ア
。
も
と
は
ボ
ク
サ
ー
そ
れ
が
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
本
物

の
ギ
ャ
ン
グ
の
オ
ウ
ニ
ー
。
マ
ド
ン
な
ど
と
つ
き
合
っ
た
男
。
バ

グ
ジ
ー
は
こ
の
ラ
フ
ト
に
逢
い
に
行
っ
た
。
だ
か
ら
ラ
フ
ト
も
バ

グ
ジ
ー
も
実
在
の
人
物
。
そ
の
バ
グ
ジ
ー
が
、
ラ
フ
ト
の
撮
影
セ

ッ
ト
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
。
ヒ
ル
（
ア
ネ
ッ
ト
・
ベ
ニ
ン
グ
）
と
い

う
女
優
に
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
女
優
の
名
は
お
そ
ら

く
変
名
だ
ろ
う
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
。
ヒ
ル
。
居
そ
う
で
そ
の
こ
ろ

パ
ラ
マ
ゥ
ン
ト
に
は
そ
ん
な
名
の
女
優
は
い
な
か
っ
た
。

と
に
か
く
あ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
実
は
ひ
と
り
の
や
く
ざ
の
思

い
つ
き
か
ら
生
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
が
一
九
四
四
年
、
ネ

バ
ダ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
見
て
、
彼
女
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
ー
ア
の
た
め
に
こ

、
、
、

こ
に
で
か
い
ば
く
ち
場
を
作
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
つ
い
た
の
が
事

の
始
ま
り
。
そ
の
こ
ろ
は
砂
漠
草
原
。
人
の
い
る
わ
け
も
な
く
ホ

テ
ル
の
あ
る
わ
け
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
水
道
管
は
貧
弱
な
が
ら
設

け
ら
れ
て
い
た
。

職

⑪

↑
こ
こ
に
知
る

ラ
ス
ベ
ガ
ス
誕
生
の
足
あ
と

尺
グ
ジ
ー
（
巴
①
望
）
』

’

ガ
ス
そ
の
電
光
風
景
を
見
せ
、
こ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
・
ホ
テ
ル
の
赤
い
ネ
オ
ン
を
キ
ャ
メ
ラ
が

移
動
し
な
が
ら
と
ら
え
て
ゆ
く
。
こ
の
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
名
の
こ
の

ホ
テ
ル
、
こ
れ
こ
そ
バ
グ
ジ
ー
が
愛
す
る
彼
女
の
た
め
に
生
ん
だ

愛
の
結
晶
な
の
だ
っ
た
。
こ
の
バ
グ
ジ
ー
、
し
か
し
一
九
四
七
年

の
春
、
ロ
ス
の
自
宅
で
頭
部
を
三
発
の
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
射
ぬ
か

れ
て
死
亡
し
た
。
彼
女
も
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
逃
げ
て
自
殺
。

華
や
か
な
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
は
か
か
る
死
の
影
の
足
跡
が
あ
っ
た
の

だ
。主

役
の
ビ
ー
テ
イ
は
「
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
」
「
レ
ッ
ズ
」
古

鍵

砂漠地帯のラスベガスを華麗に什支た男の一念。

鰯蕊鍵；

．'蝋蕊寿。

映
画
は
ラ
ス

ベ
ガ
ス
誕
生
を

見
せ
な
が
ら
、

ギ
ャ
ン
グ
の

〃
バ
グ
ジ
ー
″

の
運
命
を
描
い

て
ゆ
く
。
す
べ

て
が
実
在
ゆ
え

ア
メ
リ
カ
人
は

目
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
釘
づ
け
に

す
る
で
あ
ろ

う
。
ラ
ス
ト
は

見
事
け
ん
ら
ん

華
麗
の
ラ
ス
ベ

詔
１
劃
鋼
詞
瑚

１
１３８
１

曜
錘

葱

厩, 坪Ⅲ鼎ャ雨

iijlii
嬢
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白
い
。
こ
れ
に
「
テ
ル
マ
＆
ル
イ
ズ
」
の
ハ
ー
ベ
イ
・
カ
イ
テ

ル
、
懐
し
い
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
ー
ル
ド
。
さ
ら
に
「
ガ
ン
ジ
ー
」

で
ガ
ン
ジ
ー
に
扮
し
た
ベ
ン
・
キ
ン
グ
ス
レ
ー
も
バ
グ
ジ
ー
の
最

後
を
し
め
く
く
る
ギ
ャ
ン
グ
の
ボ
ス
と
し
て
登
場
す
ゑ

よ
う
す
る
に
ア
メ
リ
カ
映
画
、
そ
の
ト
ー
キ
ー
初
期
の
パ
ラ
マ

ゥ
ン
ト
映
画
を
懐
し
む
よ
う
な
映
画
に
作
ら
れ
て
い
る
。
映
画
は

し
か
し
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
作
品
の
一
九
九
二
年
ピ
カ

ピ
カ
の
新
作
だ
。
す
で
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ヴ
賞
（
作
品
）

を
受
け
た
。
こ
れ
は
監
督
が
バ
リ
ー
・
レ
ピ
ン
ソ
ン
。
あ
の
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
」
「
レ
イ
ン
マ
ン
」
の
非
常
に
手
固
い
シ
ョ
ウ
精
神
が
や

わ
ら
か
く
し
み
こ
ん
だ
映
画
を
作
る
監
督
で
、
脚
本
家
上
り
。

と
に
か
く
ロ
ス
か
ら
一
時
間
ぐ
ら
い
で
行
け
る
と
こ
ろ
の
ラ
ス

ベ
ガ
ス
が
今
に
い
た
り
大
人
の
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ラ
ン

ド
そ
の
ま
ま
に
成
長
し
た
の
も
よ
く
わ
か
る
が
、
サ
イ
レ
ン
ト
時

代
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
い
え
ば
砂
漠
の
狼
が
吠
え
る
ご
と
き
と
こ
ろ
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
お
お
が
か
り
の
ウ
エ
ス
タ
ン
や
砂
漠
地
帯
映
画
は

い
こ
ろ
の
「
草
原
の
輝
き
」
あ
の
こ

ろ
は
よ
か
っ
た
が
最
近
は
演
技
に
濁

り
が
出
て
き
た
。
ス
タ
ア
気
ど
り
と

言
う
よ
り
も
ガ
ラ
が
悪
く
な
っ
て
好

き
で
な
く
な
っ
て
き
た
。
「
レ
ッ
ズ
」

で
ひ
と
こ
ろ
拍
手
し
た
が
そ
の
あ
と

が
落
ち
た
。
そ
の
彼
、
こ
れ
は
久
し

振
り
の
、
い
い
題
材
を
掴
ん
で
の
張

り
切
り
だ
。
相
手
役
の
ア
ネ
ッ
ト
。

ベ
ニ
ン
グ
は
あ
の
「
グ
リ
フ
タ
ー

ズ
」
で
ア
ン
ジ
エ
ラ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
を
向
う
に
ま
わ
し
御
立
派
だ
っ
た

が
こ
ん
ど
は
大
役
だ
。
ビ
ー
テ
ィ
と

は
私
生
活
で
も
本
物
の
ふ
た
り
と
い

う
仲
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
フ
ト
に
扮
し

た
ジ
ョ
ー
。
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
は
似
て

も
似
つ
か
ぬ
ツ
ラ
が
ま
え
。
．
し
か
し

「
ア
リ
ス
」
で
は
上
等
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
扮
し
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
面

､ バグジー. とヴァージニア。国際松竹にて好評上映中。

１
１３９
１

一℃目

こ
こ
で
撮
影
し
て
い
た
。
そ
こ
を
今
に
華
麗
に
開
い
た
と
い
う
こ

と
の
こ
の
一
念
こ
の
努
力
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
受
け
る
と
こ

ろ
。
夢
は
ま
さ
に
掴
め
る
。
こ
の
映
画
が
ア
メ
リ
カ
で
ヒ
ッ
ト
し

た
の
も
そ
こ
に
あ
ろ
う
。

脚
本
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
バ
ッ
ク
は
こ
れ
に
約
七
カ
年
を
か

け
た
そ
う
だ
が
実
在
の
話
で
あ
り
映
画
の
撮
影
所
と
結
び
つ
い
た

わ
け
も
あ
り
こ
の
脚
本
に
は
手
を
焼
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
彼
は

今
回
の
映
画
に
も
ギ
ャ
ン
グ
の
ひ
と
り
と
し
て
チ
ラ
リ
出
演
し
て

い
る
が
ウ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
の
「
ア
リ
ス
」
に
も
俳
優
と
し
て
出
演

し
て
い
る
と
い
う
変
り
種
。
弓
ツ
ド
・
フ
ィ
ン
ガ
ー
」
（
一
九
七

八
）
「
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
・
ア
ー
チ
ス
ト
」
（
一
九
八
七
）
な
ど
の
脚

本
歴
が
あ
る
が
今
回
こ
そ
が
彼
の
本
格
も
の
だ
。
音
楽
が
イ
タ
リ

ア
系
の
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ
。
「
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」
で

ア
メ
リ
カ
の
ギ
ャ
ン
グ
も
の
に
手
な
れ
て
い
る
し
、
こ
の
彼
を
使

っ
た
の
は
「
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
の
ニ
ー
ノ
・
ロ
ー
ダ
を
こ
こ

に
し
の
ん
だ
の
か
も
。
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『
参
⑫
『
、

☆
〃
ビ
ー
ル
戦
争
″
を

リ
ー
ド
す
る

「
ヤ
ワ
な
ビ
ー
ル
は
も
う
要

ら
な
い
」
と
近
頃
の
女
性
向
け

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
お
嘆
き
の

方
女
に
お
す
す
め
し
た
い
〃
ア

サ
ヒ
ワ
イ
ル
ド
ピ
ー
ト
〃
。
力

強
い
、
引
き
し
ま
っ
た
味
感
を

持
つ
、
ま
っ
た
く
新
し
い
飲
み

ご
た
え
。
ピ
タ
ー
と
ア
ロ
マ
の

鳥丸軍雪氏 オルゴール・ピエロ

象
に
募
集
し
た
「
愛
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
大
賞
」
。
総
数
酬
点
に
の

ぼ
る
応
募
作
品
の
中
か
ら
大
賞

に
選
ば
れ
た
の
は
浜
田
則
子
さ

ん
（
京
都
市
立
芸
術
大
）
の
「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
」
。
今
回
の
募
集
を

通
じ
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
若
い

力
と
将
来
性
を
育
て
て
い
こ
う

と
す
る
モ
ロ
ゾ
フ
で
は
、
今
後

も
力
を
注
い
で
い
く
意
向
だ
。

○
ｏ
ｚ
『
両
切
『

★
「
モ
ロ
ゾ
フ
・
愛
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
大
賞
」
決
定

モ
ロ
ゾ
フ
が
創
業
帥
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
デ
ザ

イ
ン
を
志
す
関
西
の
学
生
を
対

|A f L

鴎“畠：
Ｈ

閏閣圃

篭
’１

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

▲

神戸百店会だより

｢ ＳＴＡＩＲＳｕ

霧
140為

罰霊…河

２
タ
イ
プ
の
ホ
ッ
プ
の
ブ
レ
ン

ド
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
独
自
の

発
酵
パ
タ
ー
ン
を
採
用
。
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
は
約
踊
％
。

常
に
〃
味
″
を
先
取
り
す
る

ア
サ
ヒ
の
新
製
品
の
登
場
だ
。

問
合
せ
垂
３
３
３
１
１
３
０
４

F織義
楽隊・天使

製わ統ルオヒイＩノ中
玩いの地部タトＩに
具い、方チリにスあ
が木か伝ロアはゲる

型
日
よ
り
発
売
し
た
。
テ
ー
マ

は
〃
シ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
ー
〃
で
商

品
ア
イ
テ
ム
は
、
リ
ン
グ
、
ネ

ッ
ク
レ
ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ピ
ア

ス
、
ブ
ロ
ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
を
対
象

に
広
く
売
り
込
ん
で
い
く
方

針
。
烏
丸
氏
は
、
ロ
ン
ド
ン
に

で
両
ア
詞
Ｆ

☆
森
真
珠
よ
り
〃
Ｇ
・
正
ジ
ュ
エ

リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〃
発
売

森
真
珠
で
は
、
英
国
で
高
い

評
価
と
人
気
を
持
つ
日
本
人
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
鳥
丸
軍
雪
（
と
り

ま
る
。
ぐ
ん
ゆ
き
）
氏
と
提
携

同
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
「
Ｇ
Ｎ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
ジ
ュ
エ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
２
月

の
○
○
口
、

☆
心
に
触
れ
る
贈
り
物

フ
ァ
ミ
リ
ア
〃
の
①
乱
″

訪
れ
る
人
を
優
し
い
気
分
に

織鍵
そ
ろ
っ
て
い
る
。
心
を
こ
め
て

色
付
け
さ
れ
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

の
お
人
形
や
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
食
器
な
ど
、
自

然
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
。
大
切
な
人
へ
、

心
を
こ
め
た
夢
の
贈
り
物
と
し

て
ど
う
ぞ
。

フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

哲
２
２
２
１
３
５
３
５

本
拠
地
を
置
き
、
英
国
の
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
や
ピ
エ
ー
ル
・

カ
ル
ダ
ン
に
学
ん
だ
高
度
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
、
英
国
王
室
や
サ

ッ
チ
ャ
ー
前
首
相
な
ど
を
顧
客

に
持
つ
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

野
坂
ハ
ウ

ス
。
こ
の

さ
せ
て
く
一

れ
る
フ
ァ
ー

ミ
リ
ァ
北
一バングル
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１
４
‐
Ｆ
■
■
■

★
ゴ
ー
フ
ル
ア
ル
デ
ア
北
野

ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
廊
一
周
年

神
戸
風
月
堂
の
ゴ
ー
フ
ル

ァ
ル
デ
ァ
北
野
ギ
ャ
ラ
リ
：

が
開
廊
一
周
年
を
迎
え
、
現

在
日
本
の
美
術
界
で
活
蝿
中

の
作
家
に
よ
る
記
念
展
が
行

わ
れ
る
。
３
／
４
（
水
）
ｌ
蝿

（
月
）
の
過
日
間
で
、
出
品
作

家
は
川
西
裕
貢
郎
（
版
画
）
、

３／1 8 ～２３梗捉へ実子個展
南
和
好
（
洋

画
）
、
祢
亘
吉

子
（
洋
画
）

な
ど
加
名
。

今
後
も
魅
力

あ
る
人
気
作

家
の
展
覧
会

が
企
画
さ
れ

て
お
り
、
大

い
に
期
待
で

き
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
だ
。

鍵＃

『
○
で
一
○
ｍ

④
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
開
業

３
周
年
記
念
加
世
紀
巨
匠
美
術
展

２
月
８
日
（
土
）
１
，
日
（
火
）
、

識1 識溌雛
ﾒ ﾗ ﾆ ｰ . ケント’鑑を鱒・黙飛詞烏齢
ｒエレクトリック・パレード」・エエ堂闘シ、氏よるスン美色戸

＠
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ン
チ
・
フ
ェ
ア

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
は
開
莱
ｎ

周
年
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

レ
ス
ト
ラ
ン
・
パ
ー
全
巧
店
で
、

特
別
メ
ー
言
ｌ
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ス
プ
リ
ン
グ
・
フ
ニ
ア

■
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

ア
ー
フ
ン
・
シ
ャ
ベ
ル

デ
ジ
ュ
ネ
６
０
０
０
円

〈
Ａ
Ｍ
ｕ
卯
帥
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
）

皿
中
国
レ
ス
ト
ラ
ン

乗
景
園

特
選
昼
定
食
３
９
０
０
鰯

（
Ａ
Ｍ
ｕ
ｍ
抑
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
駈
釦
）

回
鉄
板
焼
但
馬

「
桜
』
コ
ー
ス
３
９
０
０
円

（
Ａ
Ｍ
ｕ
唖
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
唖
訓
）

鱗
７測噸睡園. 画嘩軸

ブ
ー
ー
ア
ィ

時
に
併
覚

Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

話
題
あ
ふ

に
ぎ
わ
っ

フ
ラ
ン
セ

「
バ
ル
コ

卜
述
の
最
新
作
を
同

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｎ
・
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

る
ア
ー
ト
で
会
場
は

Ｊズ
・
ポ
ッ
シ
ュ

ー
か
ら
の
風
景
」

☆
第
５
回
洋
菓
子
天
国

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展

今
回
で
５
回
を
迎
え
る

″
洋
菓
子
天
国
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展
″

テ
ー
マ
は
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」

で
村
上
和
子
さ
ん
の
監
修
に

よ
り
シ
ェ
フ
の
作
品
を
競
作

展
示
す
る
。
同
時
に
腕
自
慢

ケ
ー
キ
デ
ザ
イ
ン
も
募
集
。

期
間
５
月
１
日
（
金
）
１
５
日
（
火
）

場
所
大
丸
神
戸
店
７
Ｆ

⑤アサヒビールより、ワイ
ルドピートﾞ プレゼント
右頁でご紹介した、アサ
ヒヮィルドビート〃（2 4 缶
入）を１名械にプレゼント
いたします。強くて深い、
新しい飲みごたえをお試し
下さい。

ＰＲＥＳＥＮＴ
C ＯＲＮＥＲ

ｖ
応
募
方
法
、
葉
書
に
住
所
、
氏
名
．
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

鵬
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
』
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
３
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
香
を
発
珠
電
輩
替
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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シェフの本多さん（アヌシー湖の絵の前で）

哩弱B 仁

居心地の良い空間でおいしいフランス料理を…。

本

(

☆
素
朴
な
味
わ
い
を

お
酒
落
な
雰
囲
気
の
中
で

フ
ラ
ン
ス
田
舎
料
理
の
お
店

″
キ
ャ
ノ
ン
〃
は
北
野
坂
を
三
宮

か
ら
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、

市
営
地
下
鉄
の
出
入
口
の
山
側

の
ピ
ル
の
３
階
に
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
国
旗
が
た
な
び
い
て
い
る

の
が
目
印
で
、
ピ
ル
の
入
口
は

北
野
坂
の
反
対
側
に
あ
る
。
お

店
に
入
る
と
、
中
は
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
で
は
シ
ェ
フ
の
岡
本
さ
ん

が
調
理
。
お
客
さ
ん
の
顔
を
見

て
か
ら
料
理
を
決
め
る
。
デ
ィ

ナ
ー
は
５
０
０
０
円
か
ら
。
（
ラ

☆
仏
料
理
の
細
や
か
な
味
と
真

心
を
伝
え
る
ラ
ッ
ク
ダ
ヌ
シ
ー

北
野
坂
。
三
星
堂
の
南
側
を

少
し
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
〃
ラ
ッ
ク
ダ
ヌ
シ
ー
″
は
驚

く
ほ
ど
静
か
で
落
ち
着
い
た
フ

ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
。
壁

面
に
飾
ら
れ
た
美
し
い
ア
ヌ
シ

ー
湖
の
絵
が
や
さ
し
い
雰
囲
気

を
醸
し
出
す
。
５
年
前
に
オ
ー

プ
ン
し
て
以
来
、
こ
の
店
の
フ

ァ
ン
は
実
に
多
い
。
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
本
多
三
郎
さ
ん
の
人

柄
に
よ
る
細
や
か
な
心
く
ば
り

鴬
職
型

気
軽
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
…

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
３
店

徹

び
っ鴬齢

１
１４２
１

'･瞳謹蕊蕊諦譲挺

が
料
理
に
も
、
イ
ン
テ
リ
ア
や

小
物
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も
あ

ふ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

ラ
ン
チ
は
二
○
○
○
円
か

ら
、
デ
ィ
ナ
ー
は
四
○
○
○
円

か
ら
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
る
が
、
デ
ザ
ー
ト
が
好
み
の

も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ

る
二
九
○
○
円
（
ラ
ン
チ
）
、
六

五
○
○
円
（
デ
ィ
ナ
ー
）
は
特
に

女
性
の
方
に
人
気
。
見
た
め
も

カ
ラ
フ
ル
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
は
月
変
わ
り
で
、
〃
季
節
″

を
思
う
存
分
に
堪
能
で
き
る
。

食
事
は
料
理
そ
の
も
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
場
の
心

と
雰
囲
気
を
も
味
わ
う
も
の
。

お
客
様
の
た
め
に
料
理
を
今
以

上
に
優
れ
た
も
の
に
し
て
い
こ

う
と
日
食
心
が
け
、
向
上
心
に

満
ち
た
本
多
さ
ん
。
美
し
い
湖

の
ほ
と
り
に
件
ん
で
い
る
よ
う

な
幸
福
な
気
持
ち
で
食
事
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
せ
る
こ
の
お
店

の
フ
ァ
ン
が
今
後
も
増
え
続
け

て
い
く
の
に
違
い
な
い
。

図
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
１
２
１
帽

ｌ
Ⅷ
茸
”
１
３
０
３
１
伽
時
幅
分
１

Ｍ
時
半
打
時
Ｉ
別
時
朽
分
木
畷
休

霧

罵蕊

門
･ 馬面学

＃

シェフの竹濯さん( 左から２番目) を囲んで

ン
チ
は
１
５
０
０
円
か
ら
）
長

崎
か
ら
の
近
海
魚
と
羊
、
鴨
、

牛
肉
を
メ
イ
ン
に
素
材
の
良
さ

を
大
切
に
し
た
、
素
朴
な
料
理

を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。

国
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
釦
１
泊

キ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ピ
ル
３
階

貢
測
１
４
６
７
０
，
時
半
１
Ｍ
時

Ⅳ
時
１
割
時
日
晒
休

…
霞
一
驚

犀

の
世
界
が
広
が
る
。
ミ
ニ
ミ
ニ

懐
石
の
〃
リ
ト
ル
パ
リ
″
（
５

５
０
０
円
）
は
と
っ
て
お
き
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
少
し
ず
つ
、

種
類
を
多
く
味
わ
え
る
。
和
食

器
に
盛
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
お
箸
で
味
わ
う
の
も
お
つ
な

も
の
だ
。
そ
の
他
の
コ
ー
ス
は

５
０
０
０
円
か
ら
。
料
理
は
例

え
ば
〃
ご
ぼ
う
と
焼
き
穴
子
の

ゼ
リ
ー
ス
ー
プ
″
や
〃
牛
肉
の

赤
ワ
イ
ン
煮
込
み
、
掘
川
ご
ぼ

う
詰
め
″
の
様
に
日
本
の
い
い

食
材
も
取
り
入
れ
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
み
ん
な

で
お
い
し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

う
に
げ

〃
宴
″
を
楽
し
め
る
お
店
だ
。

ラ
ン
チ
は
２
５
０
０
円
か
ら
。

回
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
‐
１
タ
イ

シ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
７
階
置
鋼
Ｉ
Ｏ
１

０
２
測
時
１
Ｍ
時
Ⅳ
時
ｌ
配
時
月
休

☆
一
眉
が
凝
ら
ず
に
フ
ラ
ン
ス
料

理
が
楽
し
め
る
〃
パ
リ
彩
宴
″

阪
急
の
高
架
山
側
、
サ
ン
セ

ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
と
ト
ァ
ロ
ー

ド
の
一
本
東
の
道
と
の
交
差
点

に
あ
る
赤
茶
色
の
ピ
ル
の
７

階
、
扉
を
押
す
と
〃
パ
リ
彩
宴
″

鱗鍔

聯
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阪
急
苦
楽
園
の
駅
前
に

新
し
く
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
し
た

〃
寿
本
舗
〃
。
お
菓
子
の

コ
ト
ブ
キ
が
展
開
す
る
和

菓
子
専
門
店
だ
。

何
と
い
っ
て
も
う
れ
し

い
の
は
、
持
ち
帰
り
に
包

ん
で
も
ら
う
あ
い
だ
、
お

薦
め
の
菓
子
を
一
つ
、
お

茶
と
一
緒
に
出
し
て
も
ら

え
る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
無

料
。
そ
し
て
も
う
一
つ
う

れ
し
い
の
は
、
ま
た
そ
の

お
菓
子
が
舌
が
と
ろ
け
そ

う
に
お
い
し
い
こ
と
だ
。 照明の落とし方が心地良い店内

手

143

☆
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
女
性
の
シ

ョ
ッ
ト
バ
ー
〃
プ
ル
ミ
エ
ル
〃

昨
年
ｎ
月
に
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
し
た

こ
の
お
店
。
ド
ア
を
開
け
る
と

女
性
が
二
人
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並

ぶ
。
そ
の
一
人
、
店
長
の
三
宅

さ
ん
は
、
パ
リ
ッ
と
し
た
白
い

シ
ャ
ツ
が
よ
く
似
合
う
、
ま
だ

若
い
き
れ
い
な
人
。
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
が
女
性
と
い
う
こ
と
で
、

気
軽
に
立
ち
寄
る
若
い
お
客
さ

ん
が
多
い
と
か
。
チ
ャ
ー
ジ
な

し
の
低
料
金
、
又
ボ
ト
ル
キ
ー

プ
す
る
と
次
回
か
ら
は
一
人
伽

円
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う
の
も
、
安
心

し
て
飲
め
る
と
こ
ろ
。
予
算
に

合
わ
せ
て
パ
ー
テ
ィ
も
。

回
中
央
区
下
山
手
通
３
１
１
１
打

脅
唖
１
３
９
５
５
火
Ｉ
土
畑
時
１
２

時
日
祝
日
打
時
１
０
時
月
暇
休

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

手
作
り
風
和
菓
子

「
菓
匠
寿
本
舗
」

☆
念
願
の
ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン
登
場

〃
レ
ス
ト
ラ
ン
ハ
イ
ラ
ン
ド
〃

味
に
う
る
さ
い
有
馬
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
梶
木
社
長
の
も
と
、

「
こ
こ
で
し
か
召
し
あ
が
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
お
い
し
い
料

理
・
飲
物
を
提
供
し
た
い
」
と

の
目
標
を
立
て
る
〃
ハ
イ
ラ
ン

ド
〃
の
チ
ー
フ
蒲
原
さ
ん
。
数

年
前
よ
り
始
め
た
フ
ラ
ン
ス
会

席
は
年
配
の
お
客
さ
ん
が
多
い

同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
も
と
よ

り
好
評
だ
が
、
こ
の
度
料
理
の

味
を
ぐ
っ
と
引
き
立
て
る
ハ
ウ

ス
ワ
イ
ン
〃
オ
ｉ
キ
ッ
ド
″
が

登
場
。
デ
ザ
ー
ト
の
ワ
ゴ
ン
サ

ー
ピ
ス
も
始
め
、
ま
す
ま
す
充

実
の
内
容
だ
。

芦
有
道
路
を
通
れ
ば
大
阪
か

ら
で
も
案
外
近
い
同
ホ
テ
ル
。

宿
泊
客
以
外
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン

を
利
用
す
る
客
は
多
い
。
駐
車

場
完
備
の
穴
場
と
い
え
る
。

固
北
区
有
馬
町
１
３
０
４
１
１

宮
弧
ｌ
Ｏ
１
８
１
Ⅷ
時
半
１
Ｍ
時

Ｗ
時
Ｉ
加
時
土
日
体
側
時
半
Ｉ
即
時

「おいしいでしよ〃」
と店員さんもニッコリ。 ☆

賛
沢
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
が

持
て
る
〃
ア
ラ
ベ
ラ
コ
ス
タ
″

昨
年
娼
月
に
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
し
た

″
堂
島
ホ
テ
ル
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
″

の
中
の
一
つ
。
深
々
と
し
た
誠

蓮
に
か
き
消
さ
れ
る
足
音
と
い

い
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
レ
ク
セ
ル

の
家
具
と
い
い
、
ま
さ
し
く
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
な
気
分
が
味
わ
え

る
。
月
が
わ
り
の
グ
ル
メ
メ
ニ

個室もまさしくゴージャスノ

窓から見える日本雇嗣力；すばらしい

１
－
は
一
万
二
千
円
。
又
こ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
薦
め
は
加
名

ま
で
の
個
室
。
室
料
一
万
円
（
花

つ
き
）
で
用
意
し
て
く
れ
る
。

誕
生
日
の
パ
ー
テ
ィ
、
会
合
、

接
待
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
。
オ
ー

プ
ン
し
て
間
も
な
い
が
、
評
判

は
上
々
だ
。
要
予
約
。

国
中
央
区
北
野
町
３
－
１
１
１

曾
湖
Ｉ
Ｏ
９
４
０
打
時
１
Ｍ
時

打
時
Ｉ
配
時
無
休

特
に
お
薦
め
な
の
が
、

い
ち
ご
大
福
（
白
あ
ん
入

り
／
、
）
と
本
わ
ら
び
（
こ

し
あ
ん
を
わ
ら
び
餅
で
包

ん
で
い
る
）
。
こ
の
風
味

は
買
っ
た
そ
の
日
（
つ
ま

り
作
っ
た
そ
の
日
）
に
食

べ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

つ
ま
り
そ
れ
だ
け
手
造
り

の
、
自
然
の
風
味
を
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
。

■
西
宮
市
南
越
木
若
町
９
１
５

湾
０
７
９
８
１
両
－
２
７
６
１

９
時
Ｉ
加
時
年
中
蕎
休

い
ち
ご
大
福
Ⅷ
円
本
わ
ら
び
剛
円
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▼
第
４
回
和
辻
哲
郎
文
化
賞

受
賞
者
、
決
定

哲
学
者
、
和
辻
哲
郎
の
業
績

を
顕
彰
し
、
和
辻
哲
学
の
今
日

的
意
義
を
国
の
内
外
に
わ
た
っ

て
探
る
と
共
に
、
若
手
及
び
新

進
の
学
者
、
作
家
、
評
論
家
の

育
成
を
図
る
た
め
制
定
さ
れ
た

姫
路
市
の
和
辻
哲
郎
文
化
賞
受

賞
者
が
決
ま
っ
た
。

一
般
部
門
に
は
、
神
戸
大
学

文
学
部
教
授
、
野
口
武
彦
氏
の

著
書
「
江
戸
の
兵
学
思
想
」
（
中

２
月
野
日
朝
、
三
菱
重
工
業

神
戸
造
船
所
内
（
神
戸
市
兵
庫

区
）
の
ド
ッ
ク
で
、
超
伝
導
電

磁
推
進
実
験
船
「
ヤ
マ
ト
ー
」

が
着
水
さ
れ
た
。

「
ヤ
マ
ト
ー
」
は
、
ス
ク
リ

ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
の
な
い
世
界
初

の
画
期
的
な
超
伝
導
船
。
財
団

法
人
シ
ッ
プ
。
ア
ン
ド
・
オ
ー

シ
ャ
ン
財
団
が
佃
年
、
「
超
電
導

電
磁
推
進
船
の
開
発
委
員
会
」

を
設
置
し
、
三
菱
重
工
業
を
中

心
に
、
神
戸
製
鋼
所
、
東
芝
が

共
同
で
開
発
を
進
め
て
き
た
。

超
電
導
コ
イ
ル
の
船
舶
用
推

進
装
置
へ
の
適
用
化
と
製
作
手

法
の
確
立
な
ど
数
々
の
技
術
的

課
題
を
解
決
。
今
年
、
夏
頃
に

は
、
海
上
公
試
運
転
を
予
定
し

て
い
る
。

重
さ
約
剛
ト
ン
、
全
長
釦
メ

ス
ク
リ
ュ
ー
の
な
い
船

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

超
伝
導
船
「
ヤ
マ
ト
ー
」

蕊

‐
ト
ル
、
幅
加
メ
ー
ト
ル
の
流

面
形
の
船
体
は
、
い
か
に
も

〃
未
来
″
を
感
じ
さ
せ
る
。
現

在
の
速
力
は
、
ま
だ
８
ノ
ッ
ト

（
時
速
約
妬
キ
巳
だ
が
、
理

論
的
に
は
伽
ノ
ッ
ト
（
時
速
約

峨
キ
巳
も
可
能
。
実
現
す
れ

ば
、
海
の
革
命
的
な
交
通
手
段

に
な
り
そ
う
。

１
１４４
１

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

鱗鱗灘繍 具
噸
列

蛾

唾識唾一
鞭蕊嘩_ 鍵 - ＝可孟幽一

野口武彦氏

央
公
論
社
刊
）
、
学
術
部
門
に

は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
立
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

校
教
授
、
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ー
ム

ス
氏
の
著
書
「
徳
川
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
」
（
ペ
リ
カ
ン
社
刊
）
が

選
ば
れ
た
。

と
も
に
独
自
の
視
点
に
よ
る

思
想
史
の
検
証
が
高
い
評
価
を

受
け
、
選
考
委
員
、
全
員
一
致

の
受
賞
と
な
っ
た
。

授
賞
式
は
３
月
１
日
、
姫
路

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

た
。

の
ど
自
慢

先
日
な
じ
み
の
電
器
店
の
前
を
通
っ

た
ら
、
久
し
ぶ
り
に
店
主
が
い
た
の
で

中
に
入
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
「
の
ど
自
慢
」

を
放
映
し
て
い
た
。
三
人
組
の
女
性
が

民
謡
を
敬
っ
た
後
に
、
一
組
の
夫
婦
が

登
場
し
て
き
た
。
夫
は
白
の
シ
ャ
ツ
に

赤
い
セ
Ｉ
タ
ー
、
辿
紺
の
ズ
ボ
ン
が
よ

く
似
合
う
長
身
の
四
十
ぐ
ら
い
の
人
。

よ
り
添
う
妻
は
、
何
か
思
い
つ
め
て
い

る
。
夫
が
よ
く
通
る
美
声
で
歌
謡
曲
を

歌
い
始
め
た
。
そ
し
て
妻
が
手
を
叩
い

て
調
子
を
と
っ
て
い
る
。
普
通
の
光
景

で
は
な
い
。
よ
く
見
る
と
彼
は
目
が
不

自
由
ら
し
い
。
そ
し
て
主
人
の
た
め
に

奥
さ
ん
が
手
で
調
子
を
と
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
彼
は
一
所
懸
命
に
歌
っ
た
が
、

抑
揚
や
高
低
に
少
し
難
点
が
あ
っ
た
。

静
ま
り
返
っ
て
い
た
会
場
は
、
彼
が
歌

い
終
わ
る
と
大
き
な
拍
手
の
波
に
包
ま

れ
た
。
感
激
し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
駈

け
よ
っ
て
、
質
問
し
て
、
彼
が
生
ま
れ

つ
き
目
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
、
病
院

で
マ
ッ
サ
ｉ
ジ
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
歌
が
好
き
で
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
錨
は
二
つ

し
か
鳴
ら
な
か
っ
た
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
紹
介
が
終
わ
る
と
、
会
場
は
再
び

風
の
よ
う
な
拍
手
に
覆
わ
れ
た
。

金
銭
の
タ
カ
リ
に
汲
々
と
し
た
元
大

臣
や
、
十
五
才
の
少
女
を
殺
し
て
焼
い

た
二
十
才
の
喬
年
と
い
う
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
に
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
た
私
は
、
久
し

ぶ
り
に
感
動
し
た
。
砥
器
店
の
主
人
も

同
感
と
見
え
、
お
互
い
に
う
る
ん
だ
目

を
見
合
わ
せ
た
。
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

閲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
・
郵
便
局
の
隣

暦
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

へルマン
オームス氏
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料
で
開
放
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
「
こ
ど
も
書

初
め
展
」
「
日
本
画
展
」
な
ど

好
評
を
博
し
、
今
後
も
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
、
広
く
出
展
を
募

集
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
パ
レ
ス

鈴
蘭
台
販
売
セ
ン
タ
ー

毎
５
９
２
１
１
０
６
０
。

▼
〃
い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
〃
神
戸
支
部
花
展

外
国
各
国
の
夫
人
会
員
が
多

く
参
加
す
る
〃
い
け
ぱ
な
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〃
。
そ
の
神

戸
支
部
花
展
が
来
た
る
４
月
路

（

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
新
大

陸
発
見
剛
年
」
と
注
目
を
浴
び

て
い
る
ス
ペ
イ
ン
と
ナ
ッ
ツ
の

▼
第
７
回
ア
ー
モ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

毎
回
、
大
盛
況
の
〃
ア
ー
モ

ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
″
（
主

催
東
洋
ナ
ッ
ツ
食
品
株
式
会

社
）
が
、
３
月
別
日
か
ら
妬
日

（
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
、
釦
・
瓢
日
）

の
期
間
で
開
催
さ
れ
る
。
場
所

は
東
灘
区
深
江
浜
の
東
洋
ナ
ッ

ツ
食
品
株
式
会
社
の
前
庭
。

本
年
度
は
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し

て
「
ス
ペ
イ
ン
と
ナ
ッ
ツ
」
を

設
定
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
聖
な
る

食
品
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
ア

ー
モ
ン
ド
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

に
伝
え
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
。
日

頃
、
ア
メ
リ
カ
の
も
の
と
し
て

接
し
て
い
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
ル

ー
ツ
が
ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
こ
と

鞭

昨年のイベント風景

関
係
を
と
り
あ
げ
、
展
示
、
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
ア
ー
モ
ン
ド
を
使

っ
た
料
理
教
室
や
ア
ー
モ
ン
ド

の
苗
木
の
販
売
、
も
ち
つ
き
大

会
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
恋
４
５

２
１
７
２
１
１
。

▼
松
蔭
女
子
学
院
大
学
・
短
期

大
学
授
業
公
開
講
座

松
蔭
女
子
学
院
大
学
・
短
期

大
学
で
は
、
生
涯
教
育
の
要
請

に
こ
た
え
る
た
め
、
「
授
業
公

開
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
開
講
科
目
の
一
部
の

授
業
を
、
一
般
市
民
（
女
性
）

が
学
生
と
共
に
一
年
間
受
講
す

る
こ
と
を
認
め
る
制
度
。

受
講
資
格
は
満
娼
才
以
上
の

女
性
の
方
。
申
し
込
み
期
間
は

３
月
２
日
か
ら
３
月
ｕ
日
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、

恋
８
８
２
１
６
１
３
３
。

▼
ア
ー
ベ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鈴
蘭
台

長
谷
工
ア
ー
ベ
ス
ト
で
は
、

神
戸
市
北
区
鈴
蘭
台
北
町
の
販

売
セ
ン
タ
ー
内
に
「
ア
ー
ベ
ス

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鈴
蘭
台
」
を
オ

ー
プ
ン
。
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア

を
問
わ
ず
、
地
域
の
人
々
の
趣

味
や
芸
術
作
品
を
発
表
す
る
場

と
し
て
、
ま
た
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
を
無

日
ｌ
旭
日
ま
で
相
楽
園
に
て
行

わ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
〃
花
と
エ

コ
ロ
ジ
ー
“
。
「
今
回
は
、
従
来

の
花
器
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
例

え
ば
ビ
ー
ル
の
空
缶
や
ダ
ン
ポ

ー
ル
。
捨
て
ら
れ
て
い
た
も
の

に
生
命
を
吹
き
込
む
の
が
目
的

な
ん
で
す
」
と
花
展
委
員
長
の

前
田
美
智
子
さ
ん
。
昨
年
担
月

の
例
会
で
は
約
卯
人
が
出
席

し
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
と
い
う
だ
け
に
花
展

へ
の
意
気
込
み
が
う
か
が
え

る
。

昨年1 2 月の例会にて

１
１４５
１

，
，
靴
．
ク
ロ
ス

蝋
雲
‐

“
福
井
有

大
手
前
女
子
短
期
大
学
副
学
長
で
、

前
神
戸
青
年
会
議
所
・
理
事
長
の
著
者

が
お
く
る
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
エ
ッ
セ

イ
。
豊
富
な
海
外
体
験
で
培
わ
れ
た
価

値
観
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
今
日
の

現
象
を
と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
見
識
は

カ
ル
チ
ャ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｒ
常
生

活
や
レ
ジ
ャ
ー
、
教
育
と
幅
広
い
。
国

際
化
時
代
を
読
む
最
適
の
一
冊
。

（
日
経
事
業
出
版
社
刊
一
二
○
○
円
）

》
》
》
粋
》
唖
一
一
ふ
》
唾
請
唖
零
点
を

！
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
中
原
武
志

ど
ん
な
子
供
も
、
「
善
で
あ
り
、
可

能
性
が
あ
る
」
と
い
う
信
念
と
悩
熱
で

昭
和
弱
年
の
春
、
神
戸
暁
星
学
園
高
等

科
を
設
立
、
俗
に
落
ち
こ
ぼ
れ
と
言
わ

れ
る
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ
、
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
生
徒
自
ら
が

学
び
、
学
習
し
て
い
く
教
育
を
実
施
。

そ
の
実
践
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
。
現

在
の
学
校
教
育
の
根
底
に
あ
る
問
題
点

を
自
ら
の
体
験
に
よ
っ
て
問
い
直
し
、

其
の
教
育
の
在
り
方
を
探
る
書
。

（
㈱
創
元
社
刊
一
五
○
○
円
）

鮮
密
蝿
雪
繍
っ
僻

白
血
病
で
加
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

若
さ
で
逝
っ
た
、
安
積
成
美
さ
ん
の
約

２
年
６
カ
月
に
渡
る
長
い
闘
病
生
活
の

記
録
。
お
母
さ
ん
の
何
冊
に
も
わ
た
る

日
記
、
成
美
さ
ん
と
恋
人
の
藤
保
秀
樹

さ
ん
の
や
り
と
り
し
た
手
紙
。

素
直
で
激
し
い
彼
女
の
生
き
ざ
ま

が
、
心
を
揺
さ
ぶ
る
。

（
姫
路
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版

局
刊
一
二
○
○
円
）

図
書

ガ
イ
ド
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の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
を
演

出
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
三
田

市
で
は
公
募
し
て
い
る
。

公
募
期
間
は
平
成
４
年
４
月

７
日
か
ら
４
月
廻
日
。
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
先
は
、
唇
０
７
９

５
１
６
３
１
１
１
１
１
内
線

躯
・
加
三
田
市
役
所
文
化
室
ま

で
。

★
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
ー

今
回
の
図
書
ガ
イ
ド
に
紹
介
し
て
い

ま
す
「
教
育
の
原
点
を
も
と
め
て
」
を

抽
選
で
８
名
の
方
々
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
致

し
ま
す
。

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
お
書
き
の
上
、

郵
便
番
号
卸
神
戸
市
中
央
区
束
町
噸

１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
月
刊
神
戸
っ

子
・
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
教
育
の

原
点
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下

さ
い
。な

お
、
当
選
発
表
は
発
送
を
も
っ
て

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
写
真
講
座

「
楽
し
い
カ
メ
ラ
」
開
講

広
告
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山

崎
臣
平
さ
ん
が
毎
日
新
聞
・
写

真
部
Ｏ
Ｂ
の
東
喜
一
さ
ん
と
初

心
者
の
た
め
の
写
真
講
座
「
楽

し
い
カ
メ
ラ
」
を
開
講
す
る
。

こ
れ
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ

ラ
の
普
及
で
誰
も
が
に
わ
か
カ

メ
ラ
マ
ン
に
な
れ
る
今
頃
、
カ

メ
ラ
の
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
か
ら
始
め

て
み
よ
う
と
い
う
も
の
。

４
月
４
日
か
ら
よ
み
う
り
神

戸
文
化
セ
ン
タ
ー
（
元
町
ジ
ェ

ム
ピ
ル
４
Ｆ
）
で
第
１
．
３
土

曜
の
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３
時

ま
で
。
受
講
料
は
３
カ
月
で
１

万
円
（
税
込
）
。
３
月
犯
日
に

は
こ
の
講
座
に
先
立
っ
て
メ
リ

ハ
イ
カ
ラ
文
化
の
源
流

酒
の
席
で
の
話
だ
が
た
ま

た
ま
、
神
戸
の
文
化
論
に
つ

い
て
話
の
花
が
咲
い
た
。

一
体
、
「
神
戸
文
化
の
特

質
」
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

何
時
も
引
き
合
い
に
出
る

の
は
作
家
の
陳
舜
臣
さ
ん
の

言
葉
だ
「
神
戸
は
そ
の
亡
胆

花時計

６

ケ
ン
パ
ー
ク
等
へ
撮
影
会
に
出

か
け
る
公
開
講
座
を
行
な
う
。

ビ
デ
オ
も
楽
し
い
が
、
ス
チ

ー
ル
写
真
の
魅
力
も
捨
て
が
た

い
も
の
。
入
学
式
な
ど
カ
メ
ラ

が
活
躍
す
る
場
も
多
い
季
節
。

一
味
違
う
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
に
挑

戦
し
て
み
て
は
。

問
い
合
わ
せ
先
、
よ
み
う
り

神
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

⑧
３
９
２
１
３
２
９
０
。

▼
第
４
回
三
田
国
際
彫
刻

コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン

建
築
家
、
丹
下
健
三
氏
が
設

計
し
、
「
ホ
ロ
ン
ピ
ア
稲
」
の

テ
ー
マ
館
と
な
っ
た
ホ
ロ
ン
ピ

ア
館
を
改
築
し
て
、
こ
の
如
月

に
開
館
さ
れ
る
「
兵
庫
県
立
人

と
自
然
の
博
物
館
（
仮
称
）
」

な
軽
い
精
神
で
新
し
い
海
外

文
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
つ
と

め
て
い
る
う
ち
に
、
独
特
の

文
化
を
つ
く
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
ハ
イ
カ
ラ
と
呼

ん
で
い
い
。
重
々
し
い
ば
か

り
が
文
化
で
あ
り
伝
統
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
、
軽
さ
の

つ
み
重
ね
で
も
、
み
ご
と
な

ア
ラ
ベ
ス
ク
が
で
き
る
の

だ
。
」
と
ま
た
、
「
港
町
が
開

化
の
門
と
な
る
。
な
に
が
よ

く
て
な
に
が
悪
い
か
、
す
ぐ

と
り
い
れ
る
用
意
が
あ
っ
た

だ
け
に
鋭
く
見
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
気
風
は

新
し
い
伝
統
と
し
て
、
神
戸

の
町
に
吸
い
と
ら
れ
て
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
」
と
神
戸

文
化
を
見
事
に
分
析
し
て
い

る
。

つ
ま
り
、
神
戸
の
ハ
イ
カ

ラ
文
化
の
真
骨
頂
は
従
来
の

文
化
に
類
例
の
な
い
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
味
わ
い
を
添
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
素
晴
ら

し
い
風
合
い
を
生
み
出
し
、

世
界
性
を
生
み
出
し
、
一
味

違
っ
た
エ
ス
プ
リ
を
放
射
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

何
処
も
が
持
ち
得
な
い
、
神

戸
な
ら
で
は
の
文
化
だ
。八

Ｙ
Ｖ

●
承
○
ｍ
ｍ
で
○
②
『

☆
石
阪
春
生
展
が
唖
・
３
月
鍋
日
（
月
）

よ
り
４
月
６
日
（
月
）
ま
で
、
三
木
市
立

堀
光
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
主
催

は
三
木
市
教
育
委
員
会
／
入
場
無
料
／

神
戸
電
鉄
三
木
上
の
丸
駅
下
車
徒
歩
５

分
。
〒
、
１
“
三
木
市
上
の
丸
町
４
‐

５
宮
０
７
９
４
８
（
２
）
２
０
０
０

☆
劇
団
神
戸
「
コ
メ
デ
ィ
・
ド
・
フ
ゥ

ゲ
ッ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
虹
」
〃
恋
の
冷
凍
保
存
″

演
出
・
夏
目
俊
二
／
出
演
者
・
近
衛
真

理
・
伝
法
三
千
雄
・
小
倉
啓
子
・
鎌
田

圭
司
・
榊
原
大
介
／
会
場
・
元
町
風
月

堂
ホ
ー
ル
／
前
売
り
￥
３
，
０
０
０
、

当
日
￥
３
，
５
０
０
、
予
約
先
昼
、

（
響
１
６
６
４
夜
叩
（
訓
）
４
７
０
９

★
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
学
芸
部
長
の
馬

場
功
氏
が
１
月
１
日
よ
り
編
災
局
部
委

員
に
、
後
任
、
河
北
明
氏
が
京
都
支
局
長

か
ら
学
芸
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
に
し
む
ら
瑚
誹
店
会
長
の
川
瀬
喜
代

子
棟
の
自
家
製
本
〃
卵
と
木
″
が
、
好

評
に
つ
き
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
各
店
で

販
売
中
。
￥
３
，
５
０
０

★
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
が
、
第
５
回

国
際
化
セ
ミ
ナ
ー
を
兼
ね
て
友
の
会
を

発
足
。
総
会
と
記
念
誠
浪
会
を
、
ホ
テ

ル
シ
ェ
レ
ナ
（
元
町
６
丁
目
）
に
お
い

て
、
国
際
評
論
豪
・
噸
木
賞
受
賞
作
象

の
、
深
田
祐
介
氏
を
招
い
て
３
月
ｎ
日

（
水
）
理
時
ｌ
Ⅳ
時
に
開
他
さ
れ
ま
す
。

入
会
申
込
先
／
（
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流

協
会
友
の
会
事
務
局
年
会
費
三
千
円

振
込
先
／
太
陽
神
戸
三
井
銀
行
神
戸
公

務
部
（
晋
）
３
０
２
７
９
１
４
国
際
交
流

協
会
ま
で
。

★
２
月
号
兵
庫
ウ
ォ
ー
ク
で
掲
戦
の
県

民
巡
動
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
〃
コ
コ
ロ

蕊
雛
嘩
》

ま
す
。

☆
㈱
木
下
真
珠
代
表
取
締
役
木
下
章
夫

氏
の
ご
母
堂
木
下
ふ
じ
お
様
霜
才
）

が
心
不
全
で
、
２
月
犯
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
束
極
楽
寺
に
お
い
て
即
日
正

娠
歌
い
鎧
恥
試
癖
維
趣
宥
勤
紳
”
葬
叫

ま
す
。

☆
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
ひ
と
り
旅
」
を

書
い
た
神
戸
康
史
さ
ん
が
、
３
月
５
日

ｌ
晦
日
（
無
休
）
元
町
３
海
文
堂
書
店
神

痔
傘
岬
評
誇
詫
外
酔
耕
帽
”
“
辰
樗
真

★
帽
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
平
田
和
子
さ
ん

が
〒
噸
芦
屋
市
山
手
町
７
ノ
配
の
自
宅

に
ア
ト
リ
エ
開
き
。
衝
０
７
９
７
露
）

１
１４６
１
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愛銃者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募莱して
います。会員の方には「月刊神戸っ壬; を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌而上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース』を毎月掲戦、会員の動きな
ど棟々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
側など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神

戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ラ
会員の方は

や
誠
をお楽しみになりませんか。
期限をお砿めのうえ、継続会

貝として年会費をお納めください。

口入会申込。お問合せは一
〒6 5 O 神戸市中央区粟町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ
ＴＥＬ・O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
r A X．Ｏ7 8 - 3 3 1 - 2 7 9§

☆K o b e c c o c l u b 会員情報
月刊神戸っ子３１周年記念パーティご案内

●第２１回プルーメール賞表彰式

世界の酒祭り
③' 9 2 神戸酒徒番附表彰式

●ショータイム演出／植田紳爾
麻烏千穂／近衛真理／瀬戸内美八

‘‘SwingKobe，，
②恒例チャリティ福引大会

' 9 2 ／４月2 8 日( 火) ＰＭ６：３０開演
神戸ポートピアホテル借楽の間（3 0 2 ）１１１１
会員券要1 5 , 0 0 0 （神戸っ子倶楽部）墓1 4 , 0 0 0

驚
鴬
簿

｢魔女の宅急便」
３月８日（日）１時5 0 分～
神戸文化ホール

1000円
会員の方に無料チケットをプレゼン
] ､します。

四I ･ 悪チケットを卸希望の方は､ ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号･ 希望枚数
を明記の上、〒6 5 0 中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸つ子・神戸つ子倶楽部まで

鍵
日時

民
俗
無
形
文
化
財

中
江
岩
戸
神
楽

３月１０日(火）
７時開演

ところ新神戸オリエンタ
ル劇場

入場料2 0 0 0 円
他会員の方は1 0 ％ＯＦＦで、ご優待
させていただきます。
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鴬藍
幾

｡ 垣

税
関
っ
て
、
知
っ
て
る
？
関
広税税

「
あ
る
あ
る
、
神
戸
市
役
所
の
、
ず
－
つ
と
下
の
．
．
…
・
」
韮
“よ税

何
を
す
る
と
こ
ろ
？
る
戸

「
ウ
ー
ン
、
海
外
旅
行
し
た
と
き
、
成
田
や
大
阪
空
港
で
税
関
あ
毒
率壷

醇

る
よ
れ
ぇ
。
そ
の
海
港
版
か
な
」

っ
井

女
子
大
文
学
部
の
学
生
が
、
こ
の
程
度
の
知
識
で
あ
る
。
少
な
》
蒜

く
と
も
女
子
大
生
よ
り
は
賢
い
一
般
市
民
で
も
、
ど
こ
ま
で
知
っ
唾
迄親ね

て
い
る
こ
と
や
ら
。
と
す

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
卜

「
私
の
ま
ち
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
津
唾にた

コ
ピ
ー
と
す
る
神
一
戸
税
関
の
、
イ
メ
ー
ジ
標
語
は
、
々
き

八
地
域
の
国
際
化
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
Ｖ
砿
索
墨

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
仕
事
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
昭
和
六
十
種
匙
塞

年
に
設
け
た
広
報
展
示
室
を
改
装
・
充
実
さ
せ
た
。

「
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
与
え
て
き
た
の
は
、
貨
物
の
輸
出

入
に
関
す
る
通
関
の
業
務
、
あ
る
い
は
密
輸
な
ど
の
取
締
ま
り
、

と
い
っ
た
〃
税
務
署
と
警
察
を
合
わ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
〃
で
し
た
。

こ
れ
で
は
親
し
ん
で
も
ら
え
な
い
。
も
っ
と
本
当
の
役
割
を
広
く

知
っ
て
欲
し
い
、
と
考
え
た
方
法
の
一
つ
が
、
こ
の
展
示
室
な
ん

で
す
」関

税
広
報
室
長
の
井
上
博
史
さ
ん
は
い
う
。

税
関
本
館
の
、
て
つ
・
へ
ん
に
〃
税
関
旗
″
が
、
は
た
め
い
て
い

る
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
私
も
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

寸
二
』

日
章
旗
の
右
肩
か
ら
左
裾
へ
斜
め
に
ス
。
ハ
ツ
と
切
り
、
上
が
白
で

陸
地
。
下
が
ブ
ル
ー
で
海
と
空
を
表
わ
す
。
真
ん
中
の
赤
い
円
が

海
。
空
・
陸
の
接
点
に
あ
る
税
関
を
意
味
す
る
ん
だ
と
か
。

り
つ
こ
ぐ

「
貿
易
立
国
は
、
島
国
日
本
に
と
っ
て
宿
命
で
す
か
ら
ね
。
輸
出

も
輸
入
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ト
（
国
の
玄
関
）
と
し
て
の
税

関
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能
し
な
い
と
、
地
球
的
ス
ケ
ー
ル
で
進
行
す

る
国
際
化
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
貿
易
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
多

様
化
し
ま
す
し
ね
え
。
」

神
戸
税
関
の
答
兵
桔
は
、
兵
庫
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
、

香
川
、
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
の
九
県
。
そ
の
中
で
も
神
戸
港
は
、

入
港
し
た
船
舶
数
も
、
貿
易
額
も
増
え
続
け
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
数
は
「
昭
和
四
○
毎
代
の
千
八
百
人

句

台
を
ピ
ー
ク
に
、
今
は
千
百
人
余
り
。
行
政
改
革
に
伴
う
減
員
で

す
」
。
井
上
さ
ん
は
謙
虚
に
お
っ
し
ゃ
る
が
、
大
変
な
職
場
で
あ

る
。展

示
室
は
、
同
税
関
の
歴
史
か
ら
始
ま
る
。

兵
庫
（
神
戸
）
開
港
と
同
時
に
、
現
在
地
か
ら
約
三
百
メ
ー
ト

う
ん
じ
よ
う
し
よ

ル
西
に
「
運
上
所
」
が
開
設
さ
れ
た
。
和
洋
折
衷
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
建
物
に
目
を
み
は
っ
た
市
民
は
「
ビ
ー
ド
ロ
の
家
」
と
呼
び
合

っ
た
。
そ
れ
が
各
港
運
上
所
の
名
称
統
一
に
よ
っ
て
、
神
戸
税
関

と
改
め
ら
れ
た
の
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
四
日
。
以
来

百
二
十
年
に
な
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
船
や
、
豪
華
客
船
な
ど
、
思

い
出
の
写
真
パ
ネ
ル
を
見
て
い
る
と
、
神
戸
港
を
舞
台
に
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
た
数
々
の
ド
ラ
マ
が
、
一
つ
一
つ
浮
き
立
つ
。

改
め
て
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
の
が
一
番
奥
に
展
示
さ
れ
た
輸
入
品

の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
十
畳
ぐ
ら
い
の
部
屋
に
納
め
ら
れ
た
家
具

・
調
度
か
ら
室
内
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
盛
ら
れ
た

果
物
、
冷
蔵
庫
に
納
め
ら
れ
た
魚
貝
類
、
あ
る
い
は
積
み
上
げ
ら

れ
た
即
席
食
品
ま
で
、
ヘ
ェ
ー
、
こ
ん
な
も
の
ま
で
…
…
と
、
あ

き
れ
る
ば
か
り
。
今
ご
ろ
、
こ
ん
な
こ
と
に
お
ど
ろ
く
こ
と
自
体

が
、
お
く
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
最
初
の
う
ち
は
韓
国
、
そ
れ
が
労
働
力
の
安
い
台
湾
、
タ
イ

へ
、
さ
ら
に
中
国
へ
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
多
様

化
す
る
で
し
ょ
う
ね
」

１
１４９
１
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●

０
１
５
１
１

井
上
さ
ん
に
い
わ
れ
て
、
神
戸
港
の
輸
入
主
要
品
目
を
見
る
と

①
衣
類
と
そ
の
附
属
品
、
②
繊
維
用
糸
・
繊
維
製
品
、
③
魚
貝
類

と
そ
の
調
製
品
、
④
果
実
・
野
菜
、
⑤
電
気
製
品
ｌ
の
順
（
平

成
二
年
度
）
だ
。
ま
さ
に
日
本
は
、
原
料
生
産
を
怠
っ
て
、
半
製

品
と
製
品
を
外
国
か
ら
輸
入
し
、
も
う
け
よ
う
と
い
う
体
勢
で
あ

る
。当

然
、
つ
け
込
ま
れ
、
法
に
そ
む
く
も
の
ま
で
持
ち
込
も
う
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
て
一
と
も
う
け
た
く
ら
む
者
も
後

を
絶
た
な
い
。
た
と
え
ば
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
バ
ッ
グ
な
ど
の

ニ
セ
・
ブ
ラ
ン
ド
品
を
並
べ
た
コ
ー
ナ
ー
で
、
私
な
ん
ぞ
は
、
こ

れ
が
ニ
セ
物
、
本
物
と
教
え
ら
れ
る
ま
で
気
が
つ
か
な
い
。
い
つ

の
時
代
で
も
本
物
を
知
ら
な
す
ぎ
る
日
本
人
だ
が
、
欧
米
ブ
ラ
ン

ド
に
は
特
に
ヨ
ワ
イ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ニ
セ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
、

何
と
精
巧
ら
し
き
こ
と
か
。

国
外
で
は
、
あ
ま
り
注
意
し
な
い
〃
盲
点
″
を
つ
く
「
偽
ド
ル

コ
ー
ナ
ー
」
も
あ
る
。
ニ
セ
札
づ
く
り
ほ
ど
割
り
の
悪
い
犯
罪
は

な
い
こ
と
を
、
だ
れ
も
知
っ
て
い
な
が
ら
、
ニ
セ
紙
幣
づ
く
り
が

増
え
て
い
る
。
各
国
の
往
来
が
自
由
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ニ
セ

札
が
横
行
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
第
一
線
が

税
関
だ
が
、
こ
れ
に
も
民
間
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。

「
よ
く
出
来
て
ま
す
ね
え
」

拡
大
コ
ピ
ー
で
印
字
の
太
さ
が
ち
が
う
こ
と
や
、
色
あ
い
の
濃

淡
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
と
、
横
か
ら
の
ぞ
い

て
い
た
見
学
の
一
人
が
、

「
事
務
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
、
こ
れ
を
摘
発
す
る
な
ん
て
、
神
ワ
ザ

だ
よ
。
こ
り
や
あ
税
関
職
員
も
大
変
な
こ
っ
た
よ
」

う
な
る
よ
う
に
、
や
が
て
、
他
人
ご
と
の
よ
う
に
語
り
つ
つ
、

コ
ー
ナ
ー
を
離
れ
た
。

チ
ェ
ッ
ク
が
難
し
い
の
は
、
ニ
セ
物
や
ニ
セ
札
だ
け
に
止
ま
ら

け
ん
じ
ゆ
う

な
い
。
一
つ
間
違
え
ば
市
民
生
活
に
破
壊
を
も
た
ら
す
拳
銃
や
、

麻
薬
類
も
入
っ
て
く
る
。
密
輸
の
手
口
も
大
型
化
・
巧
妙
化
し
て

税
関
の
取
締
官
も
全
く
気
が
抜
け
な
い
。

過
去
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
神
戸
港
に
着
い
た
荷
か
ら
、
ピ
ス

ト
ル
四
十
丁
と
実
弾
八
百
発
を
発
見
、
押
収
し
た
。
こ
れ
は
家

識蝋蕊灘購窒
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わかりやすく紹介している広報展示室（無料）

彰鼻二曲

繍
渉，

霞

■

世⑭財

鷲蕊 蕊譲鍵鍵を, 払蕊

蕊
蝿
癖

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



無

蛭

:；
諏 具

と
し
て
送
ら
れ
た
長
イ
ス
の
内
部
を
く
り
抜
い
て
隠
さ
れ
て
い

‐
た
。
ま
た
、
同
じ
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
着
い
た
木
製
の
花
ピ
ン
に

ひ
そ
ま
せ
て
あ
っ
た
大
麻
約
三
十
グ
ラ
ム
と
ピ
ス
ト
ル
二
丁
を
摘

発
し
た
。

か
っ
て
は
、
妊
婦
と
い
つ
わ
っ
て
腹
帯
に
〃
白
い
粉
″
を
詰
め

て
い
た
り
、
文
字
通
り
女
性
の
〃
秘
所
″
に
隠
し
て
持
ち
込
む
ケ

ー
ス
を
目
撃
し
た
が
、

「
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
コ
ン
テ
ナ
ー
の
壁
を
破
っ
て
隠
し
て
い

た
の
も
あ
り
ま
し
て
ね
。
こ
の
〃
イ
タ
チ
ご
っ
こ
〃
、
何
と
か
私

ど
も
が
先
手
を
と
り
ま
せ
ん
と
…
…
」

聞
け
ば
大
変
な
ご
苦
労
で
あ
る
。

覚
せ
い
剤
、
コ
カ
イ
ン
、
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
に
目
を
光
ら
せ
る
一ぞ

う

方
で
、
ワ
ニ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
サ
ン
ゴ
、
象

げ牙
な
ど
の
取
締
り
に
も
妥
協
は
な
い
。

「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
コ
ー
ナ
ー
」
に
陳
列
さ
れ
た
そ
れ
ら
は
、
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
物
を
保
護
す
る
た
め
、
取
引
規
制
し

駕
覗

鷲
４

魚為鐸鍛霞

溌
聖

和
ん
ら
昭
こ
見

た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
違
反
の
品
々
だ
。

ワ
ニ
皮
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
、
ヒ
ョ
ウ
の
毛
皮
コ
ー
ト
を
、
こ

れ
見
よ
が
し
に
身
に
つ
け
て
い
る
さ
ま
は
、
い
か
に
も
日
本
人
的

成
り
金
趣
味
が
匂
う
が
、
そ
ん
な
薄
っ
ぺ
ら
さ
を
皮
肉
る
よ
う
な

コ
ー
ナ
ー
の
拡
大
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
ろ
う
。

三
月
二
日
か
ら
京
都
で
第
８
回
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約
国
会
議

が
開
か
れ
た
。
条
約
違
反
の
根
絶
は
、
市
民
の
協
力
が
な
け
れ
ば

難
し
い
。
こ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
市
民
と
の
接
点
を
「
私
の
ま
ち

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ト
」
は
、
い
ま
切
実
に
、
強
め
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

展
示
室
は
平
日
午
前
九
時
ｌ
午
後
五
時
。
問
い
合
わ
せ
は
関
税

広
報
室
（
０
７
８
．
３
３
３
．
３
０
２
８
）
。

霧驚瀧嬢識
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